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人材育成について 

加速器を用いた研究の今後の発展を期するためには、現実の研究を活発に推

進することが最も重要であるが、一方それを継続・遂行するために当該分野の

人材を確保し、また加速器科学に強い興味を感じ、この分野に身を投じようと

いう若き人材を育成することが強く望まれる。以下、いくつかの論点を整理し

てみる。 

 
１ 純粋基礎科学研究における人材 
（１） 大学  
加速器およびそれを用いた研究者の養成は主として大学院の専門課程を

通じて行われる。この場合、大学に有用な加速器が存在していれば、専門家の

育成は比較的スムースに行われるが、近年は分野の進展と国際的競争環境の中

で、新規性のある実験的研究を行いうる加速器は、大型かつ高価な施設であら

ねばならない事が一般的である。その為、博士の学位取得のテーマの為には、

大学内というより、大学とは別の大型の共同利用施設を利用する必要性がある

ことが多い。この点で、ＫＥＫ，ＲＩＫＥＮ，ＲＣＮＰ，ＳＰring８、HIMAC
などの大型施設が、これらの要求に応えられるような、受け入れ体制を持つこ

とが大変重要で、従来からかなりな程度、条件を満たしているが、今後ともよ

り良い開かれた体制を継続することが必要である。 
しかし、これらのマシーンタイムの限られた実験期間では、日常的技術の

習得などには、不十分であり、大学での小型加速器による実習的研究、測定器

の開発などが可能な事が望ましいのであるが、こちらは、運転維持のための予

算や人手が枯渇ぎみのところが多く、多くの困難を抱えている。適切な取捨選

択と重点化が必要である。 
特に大学では、平成１６年度からの国立大学法人化で、加速器施設の維持

管理がより難しくなるのではないか、という危惧を抱いている向きもあり、こ

のところ、原子力、加速器・放射線、アイソトープ関係学科や講座の減少が起

こっているという指摘もあり、これらの問題をどう解決対処するかが問われて

いる。 

 
（２） 研究所 
  以上の観点からも、研究そのものは、大学よりも今後、法人化が進む共同

研究所の重みが一層増していくと思われるし、人材の育成においても、籍は大

学にあっても実際に専門家を作っていく装置は、これらの研究所のシステムが

主たる担い手にならざるを得ないのが、国際的趨勢であろう。 
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  一方、加速器そのものの研究および技術開発は、大学での関連講座が僅少

である為、従来から、他の専門分野からの転向者が多い。それで需要はなんと

かカバーしているが、本格的な新しい加速器開発研究者を若くから養成しない

と、技術の後追いに過ぎなくなる恐れがある。また高エネルギー加速器研究機

構での量的に突出した加速器専門家集団（約 200 人）と他の研究機関との人
事交流が、より柔軟に行われることが望ましい。加速器学会の設立が近いと聞

くのを、ひとつのきっかけとしたい。 
   加速器研究の人材養成というと、他と同様に研究室での研究活動を通し

て、人を養成するのであるが、加速器研究の予算は装置の製作などどうして

も高額が必要で、その中に、ポスト・ドクトラル・フェローなどの人件費が

計上されて、始めて優秀な人材をキープし育てることができるので、このよ

うな予算上の仕組みを伴った制度が必要になる。 

 
２ 産業界における人材 
   加速器関連の製造メーカーは、高精度機械加工、重電機器、高電圧電源、

高電流電源、エレクトロニクス、計測機器、真空機器、など他分野に亘るが、

特に加速器本体の製造技術部門は、加速器建設の或程度の需要がないと、他

分野に配属が変わって行かざるを得ない。 
   大型加速器施設は、いまのところ一般に国立あるいは半公的機関でのみ

建設されているのだが、この建設計画が適当な間隔で、実行されていくのが、

産業界での加速器技術者の技術継承に必要となる。科学にとってそれが研究

の目的ではないのだが、当該分野の産業界の発展は加速器科学あるいはそれ

を用いた研究開発にとって付随的に重要な要素となっている。 

 
３ 応用分野および関連分野における人材 
   加速器科学は今や非常に広い応用分野を擁している。物理、化学、工学、

生物、農学、医学など、加速器を使用した研究はとどまるところを知らない。

この内、特に医学応用は専門研究者のみならず、一般国民の健康福祉に広く

かかわりあった問題であり、加速器を使用した治療、診断は、多くの国民が

直接身近に体験し、利用するという意味で、社会に対する影響が特に大きい。 
   放医研が推進してきた重粒子線治療、筑波大学、ガンセンターなどの陽

子線治療は、今後、多数全国に普及させるべき施設である。この場合、そこ

で働くべき適切な人材は、装置の運転、保守を担当する人員と共に、医学施

設特有の人員が必要である。粒子線治療を良く理解しうる放射線医師、放射

線技師、医学物理士等の専門家を、需要に応じてかなりの人数養成していか

ねばならない。これらは施設のある現場で、教育ないし訓練が必要なので既
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存の粒子線治療施設が、これらの人達を一定期間受け入れられるようにシス

テムを作る必要がある。 
   また、各研究所で個別に、大学生を対象にしたスクールを開催したり、

産業界のエンジニアを集めて講習会を開いたりすることにより、社会人教育

あるいは専門家養成の意味での人材育成を考えるのも、非常に意味のある事

と思われる。 

 
４ 若年教育における、基礎科学への興味の喚起 
   青少年の理科離れが言われて久しいが、それに対する対策として種々の

工夫は、文科省あるいは各研究所でも、科学技術週間、研究所一般公開、サ

イエンス・キャンプその他で行われている。 加速器は、ハイ・テクノロジ

ーの一つであり、装置自体、巨大なものが多く、青少年が現代科学、技術の

息吹を直接に体感し、将来への夢をはぐくむには、格好の対象である。また、

そこで研究されているものも、物質のミクロ構造から宇宙の創成の研究にま

で、空間、時間の拡がった対象を相手にしており、科学への興味を喚起する

には、絶好である。従来にも増して、この種の活動を継続、発展する必要が

ある。 

 


